
第一種指定候補物質リスト  別表1   

Nb   
CAS   

物質名（lUPAq）   別名 発が～性クラス1   

346  101－77－9  4，4’－メチレンゾアニリン  

347  101－14－4  4，4’一メチレンビス（2－クロロアニリン〉  

348  5124－30－1  メチレンビス（4．トシクロヘキシレン）＝ゾイソシアナート  

349  109－86－4  2－メトキシエタノール   エチレングリコール＝メチル＝エーテル  

350  298－81－7  9－メトキシー7H一フ牡3．2－g］［りへ●ンゾヒうンー7－オン   メトキサレン   ＊   

351   120－7卜8  2－メトキシー5－メチルアニリン  

352   68－11－1  メルカプト酢酸  

353  モリフ■デン及びその化合物  

354  有機スズ化合物  

注①＝「発がん性クラス1」の欄に「＊」を付した物質は、「人に対して発がん性がある」と   
判断された物質である。  

なお、ダイオキシン類については、2，3，7，8－TCDDに係る評価である。  

注②＝「…化合物」として指定している物質は、関連する代表的化合物の毒性データを  
基にして評価されている。   

注③＝「溶解性」とは、「常温で中性の水に対し1質量％以上溶解すること」をいう。  
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第二種指定候補物質リスト  別表2  

ーGAS 物虜名（山PÅ¢卜   軒名 発がん性クラス1   

60－35－5  アセトアミド  

2  104－94－9  p－アニシソン  

3  17420－30－3  2－アミノー5「ニトロヘ◆ンゾニトリル  

4  632－99－5  4－【（4－アミノフェニル）（4一イミノー2．5－シクロヘキサシ■ェンートイリデン）  
メチル］－2－メチルヘ●ンすンアミン塩酸塩   

5  123－30－8  P－アミノフェノール  

6  6375－47－9  3■－アミノー4′－メトキシアセトアニリト■  

7   93－15－2  4一アリルー1，2－ゾメトキシヘ◆ンセ●ン  

8  インシ●ウム及びその化合物  

9  103－69－5  N－エチルアニリン  

10  834－12－8  2－エチルアミノー4－イソプロピルアミノー6－メチルチオー1，3，5－トリアゾン  アメトリン  

皿  25311－71－1  0－エチル＝0－2－（イソプロポキシ加レホーニル）フ工ニル＝イソプロピルホ  

スホルアミト●チオアート   

12   50－06－6  5－エチルー5づ工ニルー2．4，6（1H．3H．5Hトビリミゾントリオン   フエノハ●ルビタール  

13  106－88－7  1．2－エポキシフ●タン  

14  1120－71－4  1．2－オキサチオラン＝2．2－シ牙キシト’   1．3－アロハ〉ンスルトン  

15  106－87－6  4－オキシラニルー1．2－エポキシシクロヘキサン  

16  681－84－5  オルけイ酸テトラメチル  

17  105－67－9  2．4－キシレノール  

18  21725－46－2  2」［4－クロロー6－（エチルアミノト1，3，5－トリアシ●ニト2－イル】アミノト  
2－メチJけロビオノニトリル   

19  105779－78－0  5－クロローN－Ⅰ2－［4－（2－工トキシエチルト2．3一シ●メチルフエノキシ】エ  

チルト6－エチルー4一ビリミゾンアミン   

20  22248－79－9  2－クロロー1－（2，4．5－トリクロロフエニル）ビニル＝シ■メチル＝ホスフア」・  テトラクロルビンホス（CVMP）  

21   90－13－1  トクロロナフタレン  

22  55512－33－9  0一（6一クロロー3づ工ニルー4－どリダシ■ニル）＝S－オクチル＝加レホ●ノチ  

オアート   
23  106－48－9  p－クロロフェノール  

24  598－78－7  2－クロロブロビオン酸  

25  63935－38－6  α－シアノー3－フエノキシヘ■ンゾル＝2．2一シ●クロロート（4一エトキシフ工ニ  

ル）シクロプロハロンカルホ■キシラート   

26  67375－30－8  α一シアノー3－フエノキシヘ■ンゾル＝3－（2，2－シ●クロロヒーニルト2，2－ゾ  

メチルシクロプロハロンカルホ●キシラート   

27  80060－09－9  N－（2，6一ゾイソアロビルー4⊥フエノキシフ工ニルトN’－terトナチルチ  

オ尿素   
28  83121－18－0  N－（3．5－ゾクロロー2，4－シウルオロフ工ニルトN’－（2，5－シ●フルオロヘ■  

ンゾイル）尿素   

29   56－75－7  2．2－シ■クロローN－【2－ヒト■ロキシート（ヒドロキシメチル）－2－（4一ニトロ  

フ工ニル）エチル］アセトアミド   

30  60168－88－9  2．4’－シ■クロローα一（5－どリミソニル）ヘーンスtドリル＝アルコール  フ工ナリモル  

31  79983－71－4  2－（2．4－ゾウロロフ工ニルトト（1H－1，2．4一トリアゾールー1－イルト  

2－ヘキサノール   

32  534－52←1  4，6一ソニトロー0－クレゾール  

33   99－65－0  m－シ■ニトロヘ●ンセ■ン  

34  51－52－5  2，3－ゾヒト■ロー6づ8日ピルー2－チオキソー4（1Hトピリミゾノン   プロピルチオウラシル  

35  1321－74－0  シーーニルヘ■ンセ◆ン  

36   57－41－0  5．5－ゾフ工ニルー2，4一イミダゾリゾンゾオン   フ工ニトイン  

37  110－52－1  1，4－シプロモフ●タン  

38  109－64－8  1．3－ソナロモプロハロン  

39  103－50－4  シーヘ■ンゾル＝エーテル  

40   87－59－2  2，3一ゾメチルアニリン  

41   57－14－7  1／トゾメチルヒトうシ■ン  

42  タリウム及びその化合物（溶解性）  

43   62－55－5  チオアセトアミド  

44  13463－40－6  鉄加蘭ニル  

45   79－34－5  1．1．2．2ヰトラクロロエタン  

46  2429－74－5  テトラナトリウム＝3．3’一［（3．3’－ゾメトキシ」，1’一ビフェニルー4．4’－シ◆ィ  

ル）ビス（アゾ）】ビス［5－アミノー4－ヒト◆ロキシー2．7」－フタレンゾスルホ  

ナート】   
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第二種指定候補物質リスト  別表2  

No  CAS   物質名（lUPAC）   別名   発がん性クラス1   

47  79538－32－2  2，3，5，6一子トラフルオロー4－メチルヘ○ンゾル＝（Z）－（1RS，3RSト3p  

（2－クロロー3，3．3一トリプルオロートプロヘニニル）－2．2－ゾメチルシクロプ  

ロハ〇ン加レホーキシラート   

48  テルル及びその化合物（水素化テルルを除く）  

49  545－06－2  トリクロロアセにトリル  

50   78－42－2  トリス（2－エチルヘキシル）＝ホスファート  

51  1694－09－3  ナトリウム＝3－（N｝Ⅰ4－［（4」ゾメチルアミノけェニル）（4」エチル［（3－ス  
ルホナトフ工ニル）メチル］アミノ）フ工ニル）メテレント2，5♯シクロヘキサゾエン  

ートイリデントN－エチルアンモニオ）へ■ンセ●ンスルホナート   

52  132－2つ■－4  ナトリウム＝1，1」ビフェニルー2一オラート  

53  6423－43－4  ニ硝酸1，2－プロハじンゾイル  

54   99－09－2  m一ニトロアニリン  

55  1937、3了－7  ニナトリウム＝4イミノー3－［4■－（2，4－ゾアミノフ工ニルアゾト1，1’－ビ  
フ工ニルー4－イルアゾト5－ヒト●ロキう卜6－フ工ニルアゾー2，7－ナフタレン  

シ’スルホナート   
56  6459－94－5  ニナトリウム＝8一（3，3■う一メチルー4’－Ⅰ4－［（p一トリル）スルホニルオキ  

シ］フ工ニルアゾト1，1’－ビフェニルー4イルアゾ）－7－ヒトーロキシー1，3－  

ナフタレンゾスルホナート   
57  16090－02十1  ニナトリウム＝2，2’イニレンビス［5一（4－モルホリノー6－アニリノー  

1．3．5－トリアシ◆ンー2イルアミノ）ヘーンセーンスルホナート】   
58  3618－72－2  5■－［N，N－ビス（2一アセテルオキシエチル）アミノト2’－（2一ブロモー  

4．6－ソニトロフ工ニルアゾ）－4’－メトキシアセトアニリト■  

59   92→52－4  ビフェニル  

60  504－29－0  2－ヒリゾンアミン  

61   85－0トー8  フ工ナントレン  

62   60－09－3  4－（フ工ニルアゾ）アニリン  

63   84－69－5  フタル酸シ■ィソナテル  

64   75－91－2  tert－ナチル＝ヒドロヘロルオキシト‘  

65  67747－09－5  N一プロピルーN－［2－（2．4．6－トリクロロフエノキシ）エチルト1H－イミダ  
ゾールー1一加レホ■キサミトー   

66  107－19－7  2－プロピンートオール  

67  111872－58－3  1－（f2－［4－（ブロモゾフルオロメトキシ）フ工ニルト2－メチルプロポキシ1  

メチルト3－フエノキシヘ■ンセーン   

68  106－41－2  p一ブロモフェノール  

69  106－95－6  3－フ’ロモートフ∪ロヘ∪ン   臭化アリル  

70   57－09－0  ヘキサデシルトリメチルアンモニウム＝フ■ロミトー  

71  121－82－4  ヘキサヒト◆ロー1，3．5－トリニトロー1，3，5－トリアゾン  

72   95－16－9  へ●ンゾチアゾール  

了3  3825－26－1  ヘロンタデカフルオロオクタン酸アンモニウム  

74  136191－64－5  メチル＝2－（4，6－ゾメトキシー2－どリミソニルオキシト6－［ト（メトキシイ  
ミノ）エチル］へ○ンゾアート   

75   60－34－4  メチルヒトうゾン  

76  82657－04－3  2－メチルーり’－ビフェニルー3一イルメチル＝3－（2－クロ［ト3．3．3－トリフ  

ルオロートフ与ロヘしニルト2，2－シーメチルシクロプロハ0ン加レホヰシラート   

77  13卜72－6  2（又は4ト（1－メチルヘアチルト4，6（又は2，6トソニトロフ工ニル＝  

クロけ－ト   

78  79277－6つー－1  メチル＝3－【［3一（4－メトキシー6一メチルー1，3，5一トリアゾン～2イル）ウレ  

イトー］スルホニルト2一子ノアート   

79  10ト61－1  4，4’一メテレンビス（N．N－ゾメチルアニリン）  

80  101－68－8  メテレンビス（4．トフ工ニレン）＝シ●ィソシアナート  

81  6864－37－5  4．4’一メテレンビス（2－メチルシクロヘキサンアミン）  

注①：ト・■化合物」として指定している物質は、関連する代表的化合物の毒性データを基にして  
評価されている。   

注②：「溶解性」とは、「常温で中性の水に対し1質量％以上溶解すること」をいう。  
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（参考資料）  

毒性情報の説明  

1発がん性  

動物の正常細胞に作用して、細胞をがん化する性質のことである。疫学調査、動物実験及び他の適切   

なデータに基づき、ヒトへの影響を検討し、発がん性の程度をランク付けした6つの機関の概要及び各   

組織におけるランクの意味を次に示す。   

（1）lnternationaJAgency for Research on Cancer（rARC：国際がん研究機関）  

WHOにより1965年に設立。国際的なヒトのがんの原因に関する研究及び方向性の提示並びにがん  

を科学的に制御するための方策を研究することを目的としている。ランクの意味は次のとおり。  

1：ヒトに対して発がん性が有る  

2A：ヒトに対して恐らく発がん性が有る  

2B：ヒトに対して発がん性が有るかもしれない。  

3 ：ヒトに対する発がん性については分類できない  

4 ：ヒトに対して恐らく発がん性がない。   

（2）EnvironmentaJProtection Agency（EPA：アメリカ環境保護庁）  

米国における環境関連担当の行政機関である。Guidelines for Carcinogen Risk Assessment に  

基づいて、発がん性の研究を実施している。ランクの意味は次のとおり。  

A ：ヒト発がん性物質  

Bl：疫学的研究から限定されたヒトへの発がん性を示す証拠がある物質  

B2：動物での十分な証拠があり、かつ疫学的研究から、ヒトでの発がん性の不十分な証拠があ  

るか、または証拠がない物質  

C：動物において限られた発がん性の証拠があるが、ヒトに関するデータがない物質  

D：ヒト及び動物において発がん性の証拠が不十分である物質または発がん性の証拠となるデ  

ータがない物質  

E：異なった種を対象とした少なくとも2つの適切な動物試験で発がん性の証拠が得られなか  

った物質または適切な疫学的調査及び動物試験で発がん性の証拠が得られなかった物質   

（3） European Union（EU：欧州連合）  

欧州連合理事会は、「危険な物質の分類、輸送、表示に関する法律、規制、行政規定の近似化に関  

する指令67／548／EEC」の第7次修正指令において、危険な物質を15のカテゴリーに分類して評価し  

ている。この中の1つに発がん性が入っている。ランクの意味は次のとおり。  

1：ヒトの物質への曝露とがんの発生の間に、因果関係を確立するのに十分な証拠がある物質  

2：ヒトの物質への曝露ががんを発生させる恐れがある強い推定を行うための適切な長期動物試  

験またはその他の関連する情報に基づく十分な証拠がある物質  

3：適当な動物試験からある程度の証拠があるが、カテゴリー2に入れるには不十分な物質  
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（4）NationalToxicology Program（NTP：米国毒性プログラム）  

情報提供のみを目的として発行されている発がん性年報のデータである。NIErIS（国立環境衛生研  

究所）科学審議委員会が1ARCの調査結果及びNTPのテクニカルレポート等の登がん性研究報告に基  

づいて候補物質リストの作成を行い、NTPの発がん性年報ワーキンググループがこのリストの検討を  

行っている。ランクの意味は次のとおり。、  

a ：ヒトでの調査から化学物質とヒトとがんとの間に因果関係があることを示す発がん性の十分  

な証拠がある。  

b ：ヒトでの調査から発がん性の限定された証拠があるまたは実験動物での試験から発がん性の  

十分な証拠がある物質。   

（5）American ConferenceofGovernmentallndustorialHygienists（ACGLH：米国産業衛生専門家会議）  

米国の産業衛生の専門家の組織であって、職業上及び環境上の健康についての管理及び技術的な  

分野を扱っている。毎年、化学物質や物理的作用及びバイオモニタリングについての職業上の許容  

濃度の勧告値や化学物質の発がん性を公表し、世界的にも重要視されている。この機関が出す発が  

ん性についての評価ランクは次のとおりである。  

Al：ヒトに対して発がん性が確認された物質  

A2：ヒトに対して発がん性が疑われる物質  

A3：動物実験で発がん性が認められた物質  

A4：発がん性物質として分類できない物質  

A5：ヒトに対して発がん性物質として疑えない物質   

（6） 日本産業衛生学会  

この学会は、労働環境の改善と良好な環境の達成、維持に少しでも関心のある人々のための情報  

源として広く利用され、個別の勧告値の意味の理解に資するとともに、許容濃度や許容基準の一般  

的性格についての理解にも役立っことを目的として、毎年機関紙に「許容濃度等の勧告」を掲載し  

ている。発がん性についての評価は次のランクに分類される。  

1：人間に対して発がん性のある物質  

2A：人間に対しておそらく発がん性があると考えられる物質（証拠がより十分）  

2B：人間に対しておそらく発がん性があると考えられる物質（証拠が比較的十分でない）  

2 変異原性  

突然変異を引き起こす性質のことで、発がん性などと関連がある。  

発がん性の疑いのある化学物質のスクリーニング（ふるい分け）に変異原性試験が用いられている。   

試験管や培養器内のような人工環境を用いる実験系で行うin vitノrOの試験方法としては、微生物を用い   

る復帰変異試験（Ames試験）が代表的なものとされ、これを補うものとして、噛乳類培養細胞を用いる   

染色体異常試験も行われている。さらに、生きた動物をそのまま用いる実験系で行う1nl▼1voの各種試   

験法がある。  

なお、労働省通達で強い変異原性を示す物質が特定されている二 圭た、Eして指令では、変異原性を次の   

ように分類1Jている 
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（1） EU（第25次修正指令）  

ア カテゴリー1  

ヒトに対して変異原性があることが知られている物質。  

物質への人の暴露と遺伝性の障害との間の因果関係を確立するのに十分な証拠がある。  

イ カテゴリー2  

あたかもヒトに対して変異原性であるようにみなされるべき物質。その物質への人の暴露は、遺  

伝性の障害を生じさせる恐れがあるという強い推定を与えるための十分な証拠がある。  

ウ カテゴリー3  

突然変異作用を及ぼす可能性があるためヒトに対する懸念を引き起こす物質。  

適切な変異原性試験からの証拠があるが、ニれはその物質をカテゴリー2に入れるには不十分で  

ある。   

（2） その他の毒性情報源  

ア EHC（EnvironmentalHea圧h Criteria）  

環境保健クライテリア国連機関IPCSが刊行する化学物質ごとの人や環境に対する影響等に関  

する評価文書。  

イ BUA Report  

Advisory Committee on Existing Chemicals of EnvironmentalRelevance of German Chemical  

Sociaty（ドイツ化学会内の学界、産業界、官庁の代表で構成される委員会）で発行されている、既  

存化学物質に関する有害性評価文書。  

ウ ECETOC（European Center for EcotoxicoIogy and ToxicoJogy of ChemicaJs）  

欧州化学物質生態毒性・毒性センター欧州主要化学会社が化学物質の毒性、生態毒性について、  

科学的調査研究を共同で行うために設立された機関。試験法、分類、特定化学物質安全性レビュー  

等を発行。  

エ SIDS Report（Screeninginformation data set）  

スクリーニング用情報データセットを元に、OECD加盟国が作成する高生産量化学物質の初期リス  

ク評価に関する報告書。  

3 経口慢性毒性  

食物、飲料水または胃内への直接投与により、反復して長期間にわたって体内に入る化学物質による   

毒性である。毒性値は、NOAEL、LOAEL等で示される。   

（1） 毒性値の意味  

ア NOAEL（No Observed Adverse Effect LeveJ）  

無毒性量、無副作用量、最大有害無作用レベル、最大無毒性量と訳される。何上郡皆かの投与用量  

群を用いた毒性試験において、投与物質による有害影響が観察されなかった最高の投与量のことで  

あるc この値に安全係数や不確定係数を乗じて、1日摂取許容量（ADI；Acceptable Dailylntake）  

や1日耐容摂取量（TDI；Tolerable DailyIntake）を求めることがある。  
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イ NOEL（No Observed Effect Level）  

複数の投与用量群を用いた毒性試験において、投与物質による影響が観察されなかった最高の投  

与量のことである。  

ウ LOAEL（Lowest Observed Adverse Effect Leveり  

最小副作用量のことで、毒性試験において、投与物質の有害影響が臓器に認められた最低の投与  

量をいう。  

エ LOEL（Lowest Observed Effect Level）  

最小作用量のことで、毒性試験において、投与物質の何らかの影響が認められた最低の投与量を  

いr）。   

（2）WHO飲料水質ガイドライン  

ガイドライン値は、潜在的に有害な水中の成分について設定され、飲料水質を評価するための基礎と   

なるものである。  

ア ガイドライン値は、生涯にわたって消費した場合、消費者の健康に重大なリスクを起さない濃度  

を表す。  

イ ガイドライン値は、生涯にわたる消費において受け入れられる水質を表しているが、飲料水の質  

を勧告値まで下げても良いということを意味すると考えるべきではない。可能な限り最も高いレ  

ベルに飲料水の質を維持するよう、絶えまない努力がなされなければならない。  

ウ ガイドライン値は、ヒトの健康を保護するために設定されており、水生生物の保護には適切でな  

いかもしれない。ガイドライン値は、ヒトによる消費を目的とした瓶詰めの水や氷に適用される  

もので、飲料水というよりむしろ飲み物（beverage）とみなされるべき天然のミネラルウオータ  

ーには適用されない。   

（3） EPA水質クライテリア  

水質クライテリアは、米国の水質清浄法（Clean Water Act）第304条（a）（1）に定められており、EPA   

が公表・改訂するものである。性格は、  

＊水質クライテリアは、最新の科学的知見を正確に反映させている。  

＊水質クライテリアは、単にデータと科学的判断に基づいて決められており、技術的に実現可能な濃  

度か、あるいは経済的な影響の如何は考慮されていない。  

＊水質クライテリアは、国家、団体（States andTribes）が汚染物質の排出規制となる水質基準を定  

める根拠を提供するものである。  

水質クライテリアには次の6種類がある。  

＊淡水生物基準最大濃度（Freshwater CMC）  

＊淡水生物基準連続濃度（Freshwater CCC）  

＊海水生物基準最大濃度（Saltwater C九TC）  

＊海水生物基準連続濃度（Saltwater CCC）  

＊ ヒト健康基準濃度（水＋水生生物の摂取）  

＊ ヒト健康基準濃度（水生生物のみの摂取）  

CMC：Criter1011M2jXimum CoIICentration C（「C：CriterLlO11Continuous Concentration  
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（4） 川IS（EPA）   

IRIS（Integrated RiskInformation System）は、EPAにより作成され椎持されているデータベースで   

ある。環境中の様々な化学物質への暴露から起こるヒトの健康影響についての情報が収載されている。  

IRISは当初、リスクアセスメントや意志決定、行政活動における利用のため、化学物質の一貫した情報   

に対する要求の高まりに応えるべく、EPAのスタッフ向けに構築された。IRISには次のカテゴリーの情   

報が収載されている。  

＊非発がん性の慢性毒性評価（RfD、RfC）  

＊発がん性評価  

＊飲料水衛生勧告  

＊法規制  

＊物理化学的性状  

＊参考文献  

＊改訂履歴   

制約  

ア RfDとRfCは生涯暴露の仮定に基づいているため、一生涯より短い暴露の状況では、適正な適用  

ができない可能性がある。  

イ ー般的にIRISの値は、ヒトの発病率や、化学物質暴露がヒトにもたらす作用のタイプを正確に  

予測するには、有効に用いることができない。これは、動物からヒトへの、 また高い試験用量か  

ら低い環境暴露への外挿に伴う不確実性のような、リスクアセスメントに含まれる多くの不確実  

性によるものである。化学物質の暴露から起こる有害な影響のタイプや標的器官は、実験動物と  

ヒトでは異なる場合がある。さらに、化学物質への暴露以外の多くの要因がヒトの疾病の発生や  

程度に影響する。  

ウIRISに収載されているRfD、RfC、スロープファクター、ユニットリスクを変更すると（例えば、  

RfDの算出に用いられた係数よりも大きい、または小さい不確実性係数を用いること）、化学物質  

暴露により引き起こされる健康リスクを推定する上で、RfD等の値を適用できなくしてしまったり、  

ゆがめてしまう。  

4 吸入慢性毒性  

呼吸によって反復して長期間にわたって体内に入る化学物質による毒性である。何らかの障害が発生   

したときの濃度を発生した事象の種類別に示す。毒性値は、経口慢性毒性と同様にNOAEL、LOAEL等で示   

される。   

（1）付目O欧州地域事務局大気質ガイドライン  

WHO欧州地域事務局大気質ガイドラインの主な目的は、ヒトの健康と福祉に危害を与えることが知ら   

れている、または可能性のある大気汚染物質の有害な影響から公衆の健康を守ること、およびそれを除   

去するか、最小量にするための基礎を提供することである。  

大気質ガイドラインは、非発がん性物質の場合は有害な影響が予測されない量として、またヒトに対   

する発がん性物質であるか、ヒト発がん性の限定された証拠をもつ物質に対しては、生涯発がんリスク   

の推定値として、それぞれ暴露時間を考慮して示されている。  
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ガイドラインについては、例えば次のようないくつかの注意書きがある。  

＊ ガイドライン値は、事故や自然災害によって起こる、短期間の非常に高濃度の場合には適用され  

ない。  

＊他の化学物質の共存、または同一化学物質でも、吸入以外の他の暴露経路で暴露が加わった時に  

は、ガイドライン値が満たされていても、健康に影響を与えるかもしれない。  

＊職業暴露は評価♂）過程で考慮されたが、こげ）ガイドラインは一〉一般大衆を対象にしたものであるた  

め、職業暴露に焦点は置かれなかった。しかし、職業暴露は環境暴露に加算されるものであるこ  

とは心に留めておくべきである＝   

（2）lRIS（EPA）  

3（4）参照。  

5 作業環境許容濃度   

（1） ACG一日  

ACGIHでは、作業環境許容濃度をTLV（Threshold Limit Value）と呼んでいる。TLVは、ほとんどす   

べての作業者が毎日繰り返し暴露しても、有害な健康影響が現れないと考えられる化学物質の気中濃度   

である。Tい√は、産業界の経験、ヒトや動物による試験・研究などの利用可能な情報に基づいている。こ   

れら情報の量と質は物質によって異なるため、TLVの精度にも幅がある。Tい7は、安全濃度と危険濃度の   

間のはっきりした線ではないし、毒性の相対的な指標でもない。  

TLVには次の3つのカテゴリーがある。  

＊TLV－TWA（Time－Weighted Average）  

1日‡∃時間、1週40時間の時間荷重平均濃度  

＊TLV－STEL（Short－Tern E3（pOSure Limit）  

たとえ8時間TWAがTLVLTWA内にあっても、1日の作業のどの時間においても、超えてはならな  

い15分間TWAとして定義される。当該物質に急性毒性が認められる場合、TLV－TWAを補足するため  

に設定されるものであり、独立して設定されるものではない。  

＊TLV－C（Ceiling）  

作業暴露のいかなる場合においても超えてはならない濃度   

（2） 日本産業衛生学会  

許容濃度の定義  

ア 許容濃度とは、労働者が1日8時間、1週間40時間程度、肉体的に激しくない労働強度で有害  

物質に暴露される場合に、当該有害物質の平均暴露濃度がこの数値以下であれば、ほとんどすべ  

ての労働者に健康上の悪い影響が見られないと判断される濃度である。  

イ 最大許容濃度とは、作業中のどの時間をとっても暴露濃度がこの数値以下であれば、ほとんど  

すべての労働者に健康上の悪い影響が見られないと判断される濃度である。→部の物質の許容濃  

度を最大許容濃度とLて勧告する理由は、その物質の毒性が、短時間で発現する刺激、中枢神経  

抑制等の生体影響を主とするためである〈 実際には、最大暴露濃度を含むと考えられる5分程度  

までの短時間の測定によって得られる最大の値を考えればよい〔  

許容濃度等の性格  
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ア 許容濃度等は、産業における経験、人および動物についての実験的研究から得られた多様な知   

見に基礎を置いており、許容濃度等の設定に用いられた情報の量と質は必ずしも同等のものでは   

ない。  

イ 許容濃度等を決定する場合に考慮された生体影響の種類は物質等によって異なり、ある種のも   

のでは、明瞭な健康障害に、また他のものでは、不快、刺激、中枢神経抑制などの生体影響に根   

拠が求められている。従って、許容濃度等の数値は、単純に、毒性の強さの相対的比較の尺度と   

して用いてはならない。  

り 許容濃度等は、安全と危険の明らかな境界を示したものと考えてはならない。  

6 生殖／発生毒性  

雌雄の生殖及び発生機能に対する有害作用のことで、不妊や流産など出生力に影響を及ぼす性質など   

が含まれる。EUでは、受胎能力を害する恐れがある（R60）、胎児に有害である恐れがある（R61）、胎児   

に有害であるリスクの可能性（R63）、母乳で育てられた乳児に有害である恐れがある（R64）に分類されて   

おり、次のようなカテゴリー分けがなされている。  

ア カテゴリー1  

ヒトの受胎能力を害することが知られている物質。  

その物質へのヒトの暴露と受胎能力障害との間の因果関係を確立するのに十分な証拠がある。  

ヒトの発生に対する毒性を呈することが知られている物質。  

その物質へのヒトの暴露とそれに続く子孫の発生に対する毒性影響との間の因果関係を確立する  

のに十分な証拠がある。  

イ カテゴリー2  

あたかもヒトの受胎能力を害するとみなされるべき物質。  

その物質へのヒトの暴露は、受胎能力を害する恐れがあるという強い推定を与えるための十分な  

証拠がある。  

あたかもヒトに対して発生毒性を引き起こすとみなされるべき物質。  

その物質へのヒトの暴露は、発生毒性を起こす恐れがあるという強い推定を与えるための十分な  

証拠がある。  

り カテゴリー3  

ヒトの受胎能力に対する懸念を引き起こす物質。  

発生毒性影響が想定されるためヒトに対する懸念を引き起こす物質。  

7 感作性   

（1） 日本産業衛生学会  

感作性物質を、反応の場としての気道と皮膚に分けて基準を設け、  

＊人間に対して明らかに感作性がある物質（第1群）  

＊人間に対して恐らく感作性があると考えられる物質（第2群）  

に分類する。第1群および第2群の分類の基準は以下の通りである。  

気道感作性物質  
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第1群  

①暴露状況、呼吸器症状、特異抗体およびアレルギー素因との関連性を明確に示した疫学的研究  

があるとともに、  

②呼吸器症状の有症者としての下記の条件のいずれかを満たす症例研究が、異なる研究機開から  

報告されていること〔〕   

1．暴露と呼吸器症状との問に関連性があると同時に、同物質に対する特異抗体が検出されるか、  

皮内試験が陽性反応を示すこと。   

暴露と呼吸器症状との間に関連性があると同時に、特異的吸入誘発試験で陽性反応を呈する  

こと。ただし、それが非アレルギー反応でないことを間接的にでも支持する証拠があること。  

2．  

第2群  

上記に準ずるものであるが、疫学的研究では、必ずしも明確にされていない物質  

皮膚感作性物質  

第1群  

①暴露状況、接触皮膚炎症状およびパッチテスト（皮膚貼付試験）との関連性を明確に示した疫  

学的研究があり、かつ、  

②皮膚炎症状とパッチテストとの関係を検討した症例研究が異なる研究機開から報告されてい  

ること。実施されたパッチテストは、対照を設けた適切な方法のものであること。  

第2群  

上記に準ずるものであるが、疫学的研究では、必ずしも明確にされていない物質   

（2） ACG川  

ア 採用値（Adopted Values）の欄の注書き（Notations）の部分に、′′sEN′′（Sensitizer）の記載が  

あると、当該物質は皮膚接触および／または吸入暴露の結果として、作業者に対する感作性が確認  

されていることを表す。  

イ Tい′表の中には、Tい′ の基礎になった重要な作用が物質毎に記載されており、この中に  

”sensitization′′の記載がある。   

（3） EU  

次のリスク警句で表される。  

R42：吸入すると感作を引き起こす恐れがある。  

R43：皮膚と接触すると感作を引き起こす恐れがある。  

R42／′′43：吸入すると、圭た皮膚と接触すると感作を引き起こす恐れがある。  

8 生態毒性   

（1） 毒性値の意味  

主として魚、ミジンコ及び藻類に対する毒性が示され、魚については急性毒性試験及び延長毒性試験   

の結果、ミジンコについては急性遊泳阻害試験及び繁殖阻害試験の結果、藻類については生長阻害試験   

の結果により示される  
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ア EC50  

急性遊泳阻害試験、繁殖阻害試験及び生長阻害試験から得られる数値で、試験対象の50％に影響  

が出る濃度。半数影響濃度。  

イ NOEC  

試験対象に観察する影響が出ない最大の濃度。無影響濃度。  

ウ LC50  

試験対象生物の50％が死亡する濃度。半数致死濃度。   

（2） ECETOC  

”TechnicalReport No．56，Aquatic Toxicity Data Evaluation，1993”本資料は、各種化学物質   

の淡水および塩水中の水生生物に対する毒性データベースで、ECETOCの専門家グループにより編集され   

たものである。  

＊データソースと採用基準  

1970年から1991年までの公刊文献530編の中から、試験方法が明確で毒性濃度が実測されている   

ことを基準に選定した結果、その内の42％が適格として採用され、毒性影響濃度を評価して編集された   

数値集である。  

＊データベー スの内容  

データベースの内容は農薬・洗剤・溶剤・その他の物質数368種、生物種122種につき、無影響濃   

度、最低影響濃度、半数影響濃度などのデータを含む。掲載件数は約2200件であるが、時代的背景から   

有機ハロゲン化合物および重金属のデータが多い。   

（3） AQUIRE  

”Aquatic ToxicityInformation Retrieval（AQUIRE）”AQUIREデータベースは、米国Minnesota   

州DuluthにあるEPAのEnvironmentalResearchLaboratoryの研究グループによって構築された。AQUIRE   

の情報は、独立して個別に編集されたデータファイルから、また1970年以降の世界中で発表された文献   

から抽出されている。急性・慢性毒性、生物濃縮性、準致死影響についてのデータが含まれている。淡   

水と塩水の両方の生物種が含まれているが、水生の哺乳類や鳥類、細菌は含まれていない。  

データは、個々の試験や観察ごとに記録されている。ある文献に複数の観察結果が報告されている   

場合、AQUIREのレコードは複数収載される。通常、一つの物質に対して多数のレコードがあり、一つの   

試験生物種に対しても複数のレコードがある。   

（4） EU  

EUでは、水生生物に猛毒性（R50）、水生生物に毒性（R51），水生生物に有害性（R52）、水生環境中で長  

期の悪影響を起こす恐れがある（R58）に分類されている。   

＊R50：水生生物に猛毒性（very toxic）  

96時間LC50（魚類）  

or 48時間EC50（ミジンコ類）  

or 72時間IC50（藻類）   

＊R51：水生生物に毒性（toxic）  

96時間LC50（魚類）  

or 48時間EC50（ミジンコ類）  

≦1mg／1  

≦1mg／′1  

≦1mg／1  

1mg／1くLC50 ≦10mg／1  

1mg／′1くEC50 ≦10mg／1   
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or ’72時間IC50（藻類）  

＊R52：水生生物に有害性（harmful）  

t）6時間 LC50（魚類）  

or ∠18時間EC50（ミジンコ類）  

or ’72時間IC50（藻類）  

＊R50：水生生物に猛毒性、および   

R53：水系環境で長期の有害影響を及ぼす恐れがある  

（）6時間 LC50（魚類に対して）  

or ∠18時間EC50（ミジンコに対して）  

or 72時間IC50（藻類に対して）  

and 物質は易分解性でない  

or 二しog Pow（logオクタノール／水分配係数）≧ 3．0  

（実験的に決定されたBCF≦100でない限り）  

＊R51：水生生物に毒性、および   

R53：水系環境で長期の有害影響を及ぼす恐れがある  

〔）6時間LC50（魚類に対して）  

or ∠【8時間EC50（ミジンコに対して）  

or て72時間1C50（藻類に対して）  

1mg／1くIC50 ≦10mg′′′′1  

10mg′′′′′1く LC50 ≦100mg／1  

10mg／／1くEC50 ≦100mg′／1  

10mg′′ノiく1C50 ≦100mg／1  

≦1mgノ′／1  

≦1mgパ  

≦1mgハ  

1mg／1＜ LC50≦10mg／1  

1mg／1く EC50≦10mg／／1  

1mg′／1くIC50 ≦10mg／／1  

and 物質は易分解性でない  

orlog Pow≧ 3．0（実験的に決定されたBCF≦100でない限り）  

＊R52：水生生物に有害性、および   

R53：水系環境で長期の有害影響を及ぼす恐れがある  

96時間LC50（魚類に対して）  

or 4＝8時間EC50（ミジンコに対して）  

or 7’2時間IC50（藻類に対して）  

and 物質は易分解性でない  

10mg′／1＜ LC50 ≦100mg／1  

10mg／1＜ EC50 ≦100mg／1  

10mg／1＜IC50≦100mg／1   
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